
一
番
、
大
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お
お
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二
番
、
松
野

三
番
、
綾
金(

あ
や
が
ね
）

「
よ
ろ
ず
よ
の

願
い

大
木
の

観
世
音

あ
の
世
と
共
に

助
け
た
ま
え
や
」

真
言
宗

紅
梅
山

常
安
寺

喜
多
方
市
塩
川
町
大
田
木
字
塚
田
三
二
八
一-

一

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り
☆

徳
一
の
開
基
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
木
村
を
開
い
た
大
木
左
馬

亮(

お
お
き
さ
ま
の
す
け)

は
、
常
安(

つ
ね
や

す)

長
者
と
も
呼
ば
れ
て
富
豪
で
す
。
常
安
は
子

が
出
来
ず
、
長
命
と
さ
れ
る
鶴
を
飼
い
ま
す
が
、

亡
く
な
り
村
の
南
西
に
埋
め
た
の
が
鶴
塚
。

現
在
住
む
大
木
氏
は
、
そ
の
子
孫
。
天
正
十

七
年(

一
五
八
九)

伊
達
政
宗
に
よ
り
寺
は
焼
失

し
、
上
杉
景
勝
が
再
建
し
ま
し
た
。

「
朝
日
さ
す

夕
日
輝
く

お
お
山
で
ら

松
野
の
さ
と
に

は
る
る
薄
ぐ
も
」

曹
洞
宗

物
宝
山

良
縁
寺

喜
多
方
市
慶
徳
町
松
舞
家
字
松
野
七
三
〇

本
尊

千
手
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

な
し

路
駐

ト
イ
レ

な
し

行
基
の
開
基
と
さ
れ
ま
す
が
違
い
ま
す
。

松
野
千
光
寺
と
い
わ
れ
、
僧
院
は
三
百
以
上

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
を
偲
ぶ
も
の
と

し
て
平
安
時
代
末
の
経
塚
が
山
上
あ
り
、
須

恵
器
系
中
世
陶
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

寺
は
慶
長
十
六
年(

一
六
一
一)

の
慶
長
会

津
大
地
震
で
倒
壊
し
、
再
建
さ
れ
ま
す
が
、

元
禄
七
年(

一
六
九
四)

五
月
に
焼
失
し
、
今

の
堂
は
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
つ
ゆ
の
身
の

夢
ま
ぼ
ろ
し
の

世
の
中
に

身
を
あ
や
が
ね
と

い
で

祈
る
ら
ん
」

曹
洞
宗

長
流
山

金
泉
寺

喜
多
方
市
豊
川
町
米
室
綾
金
一
五
五

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

現
在
は
、
綾
金
地
区
は
神
徒
と
な
り
檀
家
の
い

な
い
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
に
は
、
現

在
地
の
西
、
三
百
㍍
の
市
道
脇
の
墓
地
付
近
に
あ

り
、
二
十
五
に
及
ぶ
堂
舎
が
並
ぶ
大
寺
院
で
し
た
。

そ
の
後
焼
失
し
、
現
在
地
に
移
転
し
て
い
ま
す

が
、
集
落
の
檀
家
が
す
べ
て
神
徒
に
な
っ
た
た
め

堂
は
集
落
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
東
に
地
蔵
堂
が

あ
り
ま
す
。

道路に駐車します。集落内道路狭し。

仁王門から入ること。集落内道路狭し。
「救けた給えや」は「助け給えや」が
正しい。

マイクロバスの駐車は堂前には無理。集
落内道路狭し。



四
番
、
高
吉(

た
か
よ
し)
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五
番
、
熱
塩(

あ
つ
し
お)

六
番
、
勝(

す
ぐ
れ)

「
掻
き
分
け
て

参
り
て

拝
む

高
吉
の

仏
の
光

道
ぞ

か
が
や
く
」

真
言
宗

吉
例
山

徳
勝
寺

喜
多
方
市
豊
川
町
字
高
吉
四
四
一
五

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

喜
多
方
駅
南
、
桐
桜
高
校
の
南
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
創
建
は
不
明
で
す
が
、
文
亀(
ぶ
ん

き)

の
頃
、(

一
五
〇
一
～
三)

に
僧
の
盛
尊
が
中

興
し
た
と
い
う
。
元
和
七
年(

一
六
二
一)

に
火

災
で
堂
と
本
尊
は
焼
失
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
、

て
い
ま
す
。
本
尊
は
高
さ
二
尺
あ
り
ま
す
。

「
後
の
世
を

た
す
け
た
ま
え
や

観
世
音

慈
悲
熱
塩
に

参
る

身
な
れ
ば
」

曹
洞
宗

護
法
山

示
現
寺

住
職
住

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩
字
熱
塩
甲
七
九
五

本
尊

千
手
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

も
と
は
真
言
宗
で
五
峰
山
慈
眼
寺
と
称
し
ま

し
た
が
、
源
翁
和
尚
が
再
興
し
、
曹
洞
宗
と
な

り
示
現
寺
と
書
き
ま
す
。
本
尊
の
観
音
像
内
は
、

源
翁
和
尚
が
刻
ん
だ
像
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
境

内
に
は
、
幕
末
明
治
時
代
に
活
躍
し
、
日
本
初
、

東
京
浅
草
、
浅
草
寺
境
内
に
女
性
銅
像
と
し
て

建
て
ら
れ
た
瓜
生
岩
子
の
墓
や
、
自
由
民
権
運

動
の
慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
。

「
日
照
る
と
も

耶
麻
の
氷
は

よ
も
と
け
じ

里
に

し
ぐ
れ
の

あ
ら
ん

か
ぎ
り
は
」

真
言
宗

紫
雲
山

勝
福
寺

喜
多
方
市
関
柴
町
三
津
井
字
堂
ノ
上
六
三
〇

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り
☆

堂
は
国
重
要
文
化
財
指
定

天
文(

て
ん
ぶ
ん)

年
中(

一
五
三
二
～
五
四)

に
「
勝(

す
ぐ
れ)

御
前
」
が
わ
け
あ
っ
て
こ
の

地
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
冥
福
を
祈
り
、
中
将

政
保
が
勝
福
寺
を
開
基
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

永
禄
元
年(

一
五
五
八)

に
葦
名
盛
興(

も
り
お

き)

が
観
音
堂
を
建
立
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
観
音

像
は
六
尺
三
寸
と
い
う
。

集落内道路狭し。

山門前に駐車。足湯あり。かなづちの「げ
んのう」は玄翁和尚が由来です。

仁王門から入ります。国重文指定の堂。「陽
照るとも」は「日照るとも」、「山の」は
「耶麻の」が正しい。



七
番
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熊
倉(

く
ま
ぐ
ら)
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八
番
、
竹
屋

九
番
、
遠
田

「
ふ
る
さ
と
を

は
る
ば
る
い
で
て

熊
倉
の

仏
に
参
る

身
こ
そ

安
け
れ
」

浄
土
宗

紫
雲
山

光
明
寺
、
住
職
住

喜
多
方
市
熊
倉
町
字
八
三
七

本
尊

千
手
面
観
世
音

駐
車
場

な
し

路
駐

ト
イ
レ

な
し

寺
は
、
永
正
十
七
年(

一
五
二
〇)
鎌
倉
か
ら

来
た
僧
の
江
月
が
開
基
し
た
も
の
で
、
天
正
十

七
年(

一
五
八
九)

伊
達
政
宗
の
会
津
進
攻
に
よ

り
焼
失
し
ま
す
。
本
尊
の
千
手
観
世
音
像
の
み

残
し
て
焼
失
し
た
と
い
う
。
堂
内
の
千
手
観
世

音
像
は
一
尺
七
寸
五
分
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
沢
街
道
の
熊
倉
宿
に
あ
り
、
会
津
戦
争
で

は
会
津
藩
が
勝
利
し
て
い
ま
す
。
西
軍
戦
死
者

墓
が
あ
り
ま
す
。

「
け
さ
の
日
は

は
る
か
竹
屋
の

観
世
音

急
ぎ
参
り
て

お
が
め

旅
び
と
」

曹
洞
宗

大
雲
山

観
音
寺

住
職
住

喜
多
方
市
塩
川
町
中
屋
沢
台
畑
丙
六
九
七

本
尊

如
意
輪
観
世
音

駐
車
場

あ
り
、
狭
い
の
で
路
駐

ト
イ
レ

な
し

観
音
像
は
県
指
定
文
化
財

天
正
元
年(

一
五
七
三)

新
潟
県
阿
賀
町
中
村

か
ら
木
翁
快
元
と
い
う
僧
が
本
尊
の
如
意
輪
観

世
音
を
移
し
て
建
て
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

慶
安
四
年(

一
五
六
一)

現
在
地
に
移
さ
れ
て
い

ま
す
。
如
意
輪
観
音
は
片
膝
を
立
て
て
い
て
、

当
時
の
座
産
の
ス
タ
イ
ル
に
近
い
こ
と
か
ら
、

安
産
に
霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
後
の
世
を

願
う
心
を

照
ら
す
ら
ん

と
お
田
の

沖
に

い
づ
る

月
影
」

曹
洞
宗

福
聚
山

大
光
寺

住
職
住

喜
多
方
市
塩
川
町
遠
田
字
谷
地
中
三
二
二
七

本
尊

千
手
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

平
安
時
代
に
は
、
三
重
塔
や
三
十
六
に
及
ぶ

堂
舎
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
音

堂
は
、
当
時
七
間
四
方
あ
り
、
柱
に
は
金
が
ち

り
ば
め
ら
れ
、
日
橋
川
に
映
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
荒
廃
し
、
越
後
か
ら
来
た
安
翁
と
い

う
僧
が
再
興
し
た
と
い
う
。
観
世
音
像
は
、
三

尺
五
寸
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

道路に駐車。本尊は県指定文化財。

境内は駐車禁止です。道路に駐車。

集落内道路狭し。



十
番
、
勝
常(

し
ょ
う
じ
ょ
う)
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十
一
番
、
束
原(

つ
か
は
ら) 

十
二
番
、
田
村
山

「
い
く
た
び
も

歩
み
を

運
ぶ

勝
常
寺

生
ま
れ

会
津
の

中
の
み
仏
」

真
言
宗

瑠
璃
光
山

勝
常
寺

住
職
住

河
沼
郡
湯
川
村
勝
常
字
代
舞
一
七
六
四

本
尊

十
一
面
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り

国
宝
、
重
要
文
化
財
多
数

本
尊
は
国
宝
。
堂
と
仏
像
は
国
重
要
文
化
財

平
安
初
期
の
薬
師
三
尊
が
本
尊
で
す
。
平
安

初
期
の
仏
像
十
二
体
が
国
宝
・
重
要
文
化
財
で

す
。
本
堂
の
地
に
講
堂
、
仁
王
門
地
に
金
堂
が

あ
り
、
そ
の
南
に
大
門
、
三
重
塔
が
東
西
に

あ
っ
た
と
い
う
。
会
津
五
薬
師
の
中
央
薬
師
で

す
。
戦
乱
の
兵
火
に
も
会
わ
ず
残
さ
れ
た
寺
で

す
。
一
時
荒
廃
し
た
時
に
、
強
盗
に
よ
り
文
書

な
ど
が
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

昔
よ
り

誰
が
建
て
そ
め
し

古
敷
き
の

久
し
か
る
べ
き

束
の
原
か
な
」

天
台
宗

瀧
古
山

満
蔵
寺

河
沼
郡
会
津
坂
下
町
束
原
字
東
一
五
一
六

本
尊

馬
頭
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

も
と
は
塚
原
と
書
き
ま
し
た
が
、
同
名
が

喜
多
方
に
あ
る
た
め
古
く
に
書
か
れ
た
束
原

に
戻
し
ま
し
た
。
阿
賀
川(

大
川)

の
西
側
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
文
亀(

ぶ
ん
き)

二
年

(
一
五
〇
二)

に
は
、
僧
の
源
順
が
い
た
と
い

う
。
明
暦
元
年(

一
六
五
五)

に
は
、
日
光
の

妙
道
院
の
門
徒
と
な
っ
た
と
い
う
。
像
は
、

一
尺
八
寸
の
像
で
、
寺
の
本
尊
は
、
地
蔵
菩

薩
で
、
観
音
堂
に
は
、
一
尺
八
寸
の
馬
頭
観

音
座
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
千
早
ふ
る

神
も

ま
こ
と
の

住
の
江
の

重
ね
が
さ
ね
の

森
の
し
め
縄
」

真
言
宗

福
聚
山

養
泉
院

宝
田
寺

会
津
若
松
市
北
会
津
町
和
合
字
堂
ノ
下
甲
一
四
七

本
尊

聖
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

な
し
、
路
駐

ト
イ
レ

な
し

も
と
は
、
会
津
若
松
市
北
会
津
町
の
下
荒
井

に
あ
っ
て
蓮
華
寺
六
坊
の
一
つ
養
泉
院
で
し
た
。

天
正
十
七
年(

一
五
八
九)

伊
達
政
宗
の
進
攻
に

よ
り
焼
失
し
、
宥
覚
と
い
う
僧
が
現
在
地
に
移

転
し
た
と
い
う
。
現
在
の
堂
は
、
住
吉
神
社
の

北
に
あ
り
、
明
治
三
十
六
年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
堂
の
南
に
は
「
産(

う
ば)

清
水
」
と

い
う
湧
水
が
あ
り
ま
す
。
神
社
南
の
畑
内
に
は

上
杉
景
勝
が
飲
ん
だ
と
い
う
景
勝
清
水
が
あ
り

ま
し
た
。

現存する寺院では、会津一の寺院。文
化財が多数保管されています。駐車は、
離れた村営駐車場へ。

堂前に駐車。集落内道路狭し。「束
の原かな」は「塚の原かな」と江戸
時代は呼ばれていた。

参道に駐車。集落内道路狭し。「神ぞ
まことの」は「神もまことの」、「住
吉」は「住江」、「杜の」は「森の」
が正しい。



十
三
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、
舘(

た
て)
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十
四
番
、
下
荒
井

十
五
番
、
高
瀬

「
は
る
ば
る
と

参
り
て

拝
む

よ
し
み
寺

仏
の
ち
か
い

新
た

な
る
ら
ん
」

真
言
宗

福
聚
山

観
音
寺

会
津
若
松
市
北
会
津
町
舘
一
七

本
尊

聖
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

戦
国
時
代
に
、
東
に
位
置
す
る
田
村
山
集
落

の
田
村
山
氏
が
、
分
家
を
置
い
て
開
き
館
を
築

い
て
い
た
こ
と
か
ら
「
舘
」
と
い
い
ま
す
。
会

津
若
松
市
の
大
町
の
一
桂
院
の
末
寺
で
、
天
正

三
年(

一
五
七
五)

に
円
智
が
中
興
し
ま
す
が
、

天
正
一
七
年(

一
五
八
九)

伊
達
政
宗
の
進
攻
に

よ
り
焼
失
し
、
そ
の
後
再
興
さ
れ
ま
す
。
本
尊

は
、
六
寸
と
い
い
ま
す
。

「
高
の
や
ま

よ
そ
に

嵐
の

下
荒
井

三
鈷
の

松
の

の
り
の

朝
風
」

真
言
宗

松
命
山

蓮
華
寺

会
津
若
松
市
北
会
津
町
下
荒
井
六
〇

本
尊

聖
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

下
荒
井
に
は
、
康
暦
元
年(

一
三
七
九)

、
葦

名
氏
直
盛
の
弟
が
城
を
築
き
、
仁
範
が
蓮
華
寺

を
開
基
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
葦
名
氏

四
天
宿
老
の
一
人
、
富
田
氏
の
居
城
と
な
り
、

下
荒
井
城
と
い
い
ま
し
た
。
そ
の
北
東
に
は
、

日
蓮
宗
の
妙
法
寺
が
あ
り
ま
し
た
が
、
天
正
十

七
年(
一
五
八
九)

伊
達
政
宗
の
進
攻
で
焼
か
れ

ま
し
た
。
堂
は
、
集
落
北
に
あ
り
ま
し
た
が
寛

永
中
廃
寺
と
な
り
、
現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

「

乗
り
得
て
も

心
許
す
な

あ
ま
お
舟

高
瀬
の

波
は

時
を

嫌
わ
ず
」

曹
洞
宗

𠮷
高
山

福
昌
寺

会
津
若
松
市
神
指
町
高
瀬
八
一

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り
☆

慶
長
五
年(

一
六
〇
〇)

上
杉
景
勝
・
直
江
兼

続
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
築
城
途
中
で
中
止
と

な
っ
た
神
指
城
二
ノ
丸
北
東
の
堀
跡
に
寺
が
あ

り
ま
す
。
承
安
二
年(

一
一
七
二)

金
売
吉
六
が

応
湖
川
を
船
で
渡
ろ
う
と
し
た
と
き
、
船
が
転

覆
し
溺
死
し
た
こ
と
か
ら
寺
が
建
立
さ
れ
ま
す
。

永
禄
・
元
亀(

一
五
五
八
～
七
二)

の
頃
、
黄
金

の
観
音
像
が
盗
ま
れ
た
と
い
う
。

堂前に駐車。境内に三鈷の松、飯豊山神
社があります。「高野山」は「高の山」、
「在らじの」は「嵐の」が正しい。

堂前に駐車。

堂前に駐車。集落内道路狭し。高瀬集落
は神指城築城時湯川村に移転しました。



十
六
番
、
平
沢
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十
七
番
、
中
ノ
明

十
八
番
、
滝
沢

「

参
り
来
て

浮
世
を

こ
こ
に

忘
れ
置
く

心
及
ば
ぬ広

沢
の
月
」

曹
洞
宗

広
沢
山

国
性
寺

会
津
若
松
町
北
町
大
字
中
沢
字
平
沢
四
一
九

本
尊

聖
観
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

湯
川
と
今
は
無
い
応
湖
川
が
神
指
町
の
高
瀬

で
合
流
し
、
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
広
沢

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
後
に
平
沢
と
呼
ば
れ

当
時
は
、
西
二
百
㍍
の
墓
地
に
寺
が
あ
り
ま
し

た
。
文
禄
元
年(

一
五
九
二)

に
林
郭
と
い
う
僧

が
建
立
し
、
本
尊
は
釈
迦
如
来
像
で
す
。
観
音

堂
に
は
、
一
尺
二
寸
の
聖
観
音
立
像
が
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

「

参
る
よ
り

頼
み
を

か
け
し

観
世
音

沼
木
の
沼
に

う
か
ぶ
水
鳥
」

真
言
宗

明
吉
山

密
蔵
院

観
音
寺

会
津
若
松
町
北
町
中
ノ
明

本
尊

聖
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

三
十
三
観
音
の
中
間
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
中

ノ
明
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
天
文
中(

一
五
三

二
～
五
四)

宥
栄
と
い
う
僧
が
中
興
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
北
の
屋
敷
集
落
西
に
あ
っ
た

「
沼
木
の
沼
」
に
毎
夜
、
光
明
が
あ
り
、
村
人

が
沼
を
探
る
と
木
の
中
に
一
尺
八
寸
の
観
世
音

像
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
堂
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
戊
辰
戦
争
で
焼
か
れ
て
い
ま
す
。

「

滝
沢
の

落
ち
て

流
る
る

滝
の
水

か
か
る
末
ず
え

弥
勒
な
る
ら
ん
」

一
箕
山

瀧
沢
寺

会
津
若
松
市
一
箕
町
滝
沢

本
尊

聖
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

な
し
、
路
上
駐
車

ト
イ
レ

な
し

元
は
、
会
津
若
松
市
一
箕
町
の
一
箕
山
に
あ

る
八
幡
神
社
境
内
に
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
、

拝
殿
の
西
に
堂
が
残
っ
て
い
ま
す
。
明
治
の
廃

仏
毀
釈
に
よ
り
、
一
時
は
姫
神
社
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
在
地
に
建
て
ら
れ

ま
す
。
東
側
に
は
、
修
験
者
が
滝
修
行
に
使
用

し
た
不
動
滝
が
あ
り
ま
す
。

堂前に駐車。集落内道路狭し。寺は「国姓
寺」ではなく「国性寺」、「平沢の月」は
「広沢の月」が正しい。

堂前に駐車。

砂利道に駐車。山中・川底の道を徒歩10
分。


